
 

 

 

Ｐ２   療育園建替に伴う補助金の内示について 

     蕗のとう舎の浴室改修 

Ｐ３   新たなソフトを使用して 

Ｐ４   コロナ禍での新たな取組み 

     茨城県障害者雇用優良企業に認定されました 

Ｐ５   ご利用者様紹介 

Ｐ６   『ＮＨＫいば６』にて蕗のとう舎が紹介されました！ 

     ９月 防災月間 

Ｐ７   事業所トピックス 

Ｐ８   ご寄付をいただきました 

     新しい生活様式へ 

     もうすぐ50周年を迎えます 

     託児所ひばりが小規模保育園に移行します（予定） 

     芳香会スケジュール 

     編集後記 

社会福祉法人芳香会 会報誌 

事業所トピックス たま保育園より（P7掲載） 

事業所トピックス グループホーム穂の香より（P7掲載） 
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 1982年4月重症心身障害児施設として誕生してから

38年、時代の変化と共にハード面の整備が急務とな

りました。   

 2016年6月の第1回建替会議から4年の検討を行い

昨年9月補助金事前協議書を茨城県障害福祉課へ提出

致しました。 

 2020年7月、茨城県障害福祉施設整備費補助金の内

示を頂きました。今年は芳香会設立50年。本事業は

「芳香会Next50芳香会病院青嵐荘療育園2020建替事

業」として、現療育園北側に鉄筋コンクリート造2階

建約4,600㎡の建物を予定しています。 

        （芳香会病院青嵐荘療育園 坂場） 

 設立28年を迎えました。設立当時はご利用者の多動行動に戸惑い、そして、20数年が経過し

落ち着いてくると次は病気と怪我が心配の種となってきました。 

 約3年前よりご利用者の行動、ADLの低下を感じ、重度・高齢化対策を進めてきました。施設

全体がバリアフリーでなかったため、設備の改修とバリアフリー化を3期に分けて改修してきま

した。 

 1期目がトイレの改修で4か所のトイレを車いす対応のトイレに改修しました。2期目の改修

は、車いす利用のご利用者が1割から2割弱と多くなったため食堂前の廊下に手すりを付け、ま

た、万が一転倒しても大きな事故につながらないように、ソフト床に張替え、そして、壁紙やド

アを全て改修し、快適な環境作りを目指しました。そして、最終期に浴室の改修をしました。男

女別々の浴室を一つの浴室にし、大小さまざまな4つの浴槽を設置し、ADLに合った浴槽を選べ

るような浴室に改善しました。特に中間浴槽を設置したことで、高齢者の方、発作を起こしやす

い方、足元にふらつきのある方には安全に、そして快適に入浴を楽しんでいただいております。

最初は慣れないご利用者もおりましたが回数を重ねるごとに慣れて楽しめるようになってきまし

た。 

 今回の改修でご利用者・職員からも好評な意見を頂いております。これからも、入居棟の改修

等を含め、ご利用者一人一人の居住空間を考え、そして、ICT化を進め、暮らしやすく健康に暮

らせる施設づくりを目指していきたいです。         （青嵐荘蕗のとう舎 小倉） 

【補助金内示額】 

 ～医療型障害児入所施設の施設整備～ 

 （芳香会病院青嵐荘療育園） 

    補助額   ３２８,７００千円 

 内訳）国   ２１９,１３３千円 

      県   １０９,５６７千円 

 ～生活介護の施設整備～ 

 （青嵐荘療育園通所事業所） 

    補助額    ５４,０００千円 

 内訳）国    ３６,０００千円 

      県    １８,０００千円 

 

 補助金合計  ３８２,７００千円 

  



 

 
3 会報誌「せいらんそう」 第49号 2020.11.01発行 

Ｓ
ｏ
ｅ
ａ
ｓ
ｙ 

Ｂ
ｕ
ｄ
ｄ
ｙ 導

入
に
つ
い
て 

青
嵐
荘
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム  

 
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り

私
た
ち
の
生
活
は
急
速
に
変
化
を
し

ま
す
。
特
に
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
仕

事
や
授
業
ま
で
も
が
リ
モ
ー
ト
と
い

う
時
代
で
す
。
そ
の
変
化
に
私
た
ち

が
対
応
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で

し
ょ
う
か
。
多
く
の
情
報
が
飛
び
交

か
う
世
の
中
、
自
分
に
必
要
な
情
報

を
よ
り
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、
次
に
繋

げ
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
。
そ
こ
に

は
目
標
や
使
用
す
る
環
境
、
技
術
が
必
要
で
す
。 

 

そ
の
実
演
と
し
て
特
養
で
は
①
研
修
の
教
材
資
料
②
情
報

の
共
有
化
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
ｓ
ｏ
ｅ
ａ
ｓ
ｙ 

ｂ
ｕ
ｄ
ｄ

ｙ
」
と
い
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ソ
フ
ト
を
導
入
し
ま
し
た
。
必
要
な
情

報
や
教
材
を
「
い
つ
で
も
」
「
ど
こ
で
も
」
手
持
ち
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
、
大
き
な
パ
ソ
コ
ン
画
面
で
確
認
を
行
う

等
、
職
員
誰
も
が
「
す
ぐ
に
」
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
言
葉
だ

け
で
は
な
く
動
画
や
写
真
を
使
い
な
が
ら
、
海
外
の
方
も
含

め
「
誰
で
も
」
分
か
り
や
す
い
資
料
の
反
復
学
習
が
出
来
る

環
境
を
目
指
し
ま
す
。
施
設
の
情
報
提
供
や
資
料
の
キ
ャ
ッ

チ
は
ソ
フ
ト
上
で
行
い
、
対
面
で
の
会
話
は
最
初
か
ら
話
す

の
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
の
基
本
を
理
解
し
た
上
で
、
細
か

な
内
容
確
認
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
す
る
こ
と
が
目
的

で
す
。 

 

知
識
や
技
術
を
学
ぶ
か
ら
こ
そ
新
し
い
発
想
が
生
ま
れ
、

自
分
自
身
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
時
代
に
必

要
と
さ
れ
る
技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
は
、
支
援
を
必
要
と

す
る
人
へ
の
「
な
ぜ
」
や
「
ど
う
す
れ
ば
」
の
追
求
心
と
、

学
び
続
け
る
福
祉
の
心
を
、
次
代
に
繋
ぐ
と
い
う
私
た
ち
の

理
念
実
現
に
必
ず
必
要
な
技
術
と
信
じ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
富
張
） 

登
降
園
登
録
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た 

牛
ヶ
谷
保
育
園
・
た
ま
保
育
園 

 

 
 

 

二
保
育
園
で
は
、
今
年
度
よ
り
登
降
園
管
理
シ
ス
テ
ム
の

稼
働
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
を
使
用
す
る
と
最
初
は

色
々
と
課
題
が
で
て
く
る
の
で
、
ま
ず

は
た
ま
保
育
園
が
先
行
し
、
課
題
発
見

と
解
決
を
行
い
、
そ
の
後
牛
ケ
谷
保
育

園
が
開
始
し
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と

で
こ
れ
ま
で
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
課

題
に
気
づ
く
事
が
で
き
、
使
い
方
が
よ

り
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。 

 

導
入
の
き
っ
か
け
は
、
事
務
員
の
請

求
業
務
の
負
担
軽
減
で
す
。
延
長
保
育

料
金
や
一
時
預
か
り
料
金
の
請
求
業
務

に
は
、
日
々
の
登
園
時
間
と
降
園
時
間

の
入
力
が
必
須
で
し
た
。
該
当
園
児
数
分
入
力
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
二
園
と
も1

か
月
辺
り
約
三
十
名
分
の
時

間
入
力
が
毎
日
必
要
で
し
た
。
し
か
し
、
今
回
登
降
園
管
理

を
導
入
し
た
こ
と
で
、
保
護
者
の
方
が
記
入
し
た
時
間
を
手

入
力
す
る
の
で
は
な
く
、
保
護
者
の
方
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
打

刻
し
た
時
間
が
計
算
に
反
映
さ
れ
る
の
で
、
手
入
力
の
負
担

軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
請
求
書
の
作
成
に
係
る

時
間
も
大
幅
に
削
減
で
き
て
い
ま
す
。 

 

導
入
後
保
護
者
の
方
か
ら
は
、
「
時
間
を
書
か
ず
に
す
む

の
で
楽
に
な
っ
た
」
「
こ
こ
ま
で
シ
ス
テ
ム
化
が
進
ま
な
く

て
も
」
な
ど
反
応
は
様
々
。
保
護
者

の
方
同
様
、
職
員
間
で
も
シ
ス
テ
ム

を
使
い
始
め
る
こ
と
に
、
戸
惑
い
や

不
安
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。
使
用
開
始

ス
タ
ー
ト
の
年
。
職
員
も
保
護
者
の

方
と
共
に
使
い
慣
れ
る
よ
う
に
、
丁

寧
に
す
す
め
て
い
き
、
今
後
は
、
保

育
日
誌
の
シ
ス
テ
ム
化
に
向
か
う
計

画
を
し
て
い
き
ま
す
。
（
中
山
） 

相
談
事
業
所
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
向
け
て 

 

青
嵐
荘
つ
く
し
園 

相
談
事
業
所 

  

当
事
業
所
で
は
、
令
和
二
年
二
月
よ
り
音
声
入
力
シ
ス
テ
ム

ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
ｆ
ａ
ｎ
を
搭
載
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
Ｓ
ｕ
ｒ
ｆ
ａ

ｃ
ｅ 

Ｇ
ｏ
）
の
導
入
を
致
し
ま
し
た
。
な
ぜ
導
入
し
た
か
と

い
う
と
、
訪
問
が
メ
イ
ン
の
業
務
で
あ
り
、
移
動
に
時
間
を
費

や
し
て
い
る
事
や
記
録
作
成
の
時
間
が
十
分
に
と
れ
な
い
事
が

課
題
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
業
務
の
効
率
化
を
期
待
し
ま

し
た
。 

 

ま
ず
は
ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
ｆ
ａ
ｎ
使
用
に
慣
れ
る
為
に
、
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
時
の
予
定
等
の
入
力
や
、
事
業
所
内
で
の
会
議
録
作

成
に
活
用
し
ま
し
た
。
音
声
変
換
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
か
ず
、
修

正
が
必
要
と
な
る
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
困
難
ケ
ー
ス
や
複
雑

な
調
整
を
伴
う
ケ
ー
ス
報
告
に
お
い
て
、
詳
細
な
会
議
録
の
作

成
が
可
能
と
な
り
、
作
成
時
間
の
短

縮
に
も
繋
り
ま
し
た
。 

 

い
よ
い
よ
出
先
で
の
使
用
を
検
討

し
た
矢
先
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
他
の
活
用
方
法
を

模
索
す
る
中
で
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に
お
い
て
も
同
時

に
ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
ｆ
ａ
ｎ
が
使
用
で
き

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
実
際
に

事
例
検
討
会
の
際
に
事
例
提
供
事

業
所
へ
持
参
し
、
活
用
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

今
後
は
更
な
る
ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
ｆ

ａ
ｎ
の
活
用
に
向
け
て
、
ま
ず
は

使
い
慣
れ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
随
時
、

業
務
効
率
の
成
果
を
確
認
し
な
が

ら
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
杉
野
） 
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宇
留
野
理
事
長
よ
り
、
北
海
道
に
あ
る
社
会

福
祉
法
人
黒
松
内
つ
く
し
園
羊
蹄
セ
ル
プ
で
販

売
し
て
い
る
納
豆
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
頂
い
た

事
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

障
が
い
者
就
労
支
援
施
設
羊
蹄
セ
ル
プ
は
、

仕
事
に
就
き
た
い
と
い
う
障
が
い
を
お
持
ち
の

方
に
作
業
を
提
供
し
、
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
施
設
で
す
。
地
元
倶
知
安
町

（
く
っ
ち
ゃ
ん
ち
ょ
う
）
の
納
豆
製
造
者
「
ふ

じ
た
納
豆
」
を
継
承
し
て
納
豆
作
り
を
始
め
、

現
在
生
産
し
て
い
る
「
く
っ
ち
ゃ
ん
納
豆
」
は

納
豆
鑑
評
会
で
優
秀
賞
を
獲
得
す
る
ほ
ど
の
美

味
し
さ
で
す
。 

 
そ
う
し
た
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
納

豆
の
納
品
が
減
り
、
生
産
活
動
収
入
の
減
少
だ
け
で
な
く
、
働
く
方
達
の
工

賃
も
下
げ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
職
員
一
同
そ
れ
だ

け
は
避
け
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
事
業
所
・
地
域
の
方
達
に

購
入
の
協
力
を
頂
い
て
い
る
事
を
知
り
ま
し
た
。 

 

そ
こ
で
、
当
法
人
で
も
商
品
の
購
入
を
通
じ
て
継
続
的
な
支
援
が
行
え
る

よ
う
、
全
施
設
で
納
豆
の
使
用
を
開
始
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
月
に
二

～
三
回
の
使
用
と
な
り
ま
す
が
、
あ
る
職
員
か

ら
「
納
豆
鑑
評
会
で
賞
を
頂
く
ほ
ど
の
納
豆
は

ど
の
く
ら
い
美
味
し
い
の
だ
ろ
う
」
「
こ
れ
は

ど
こ
の
納
豆
？
」
と
い
っ
た
声
を
耳
に
す
る
な

ど
、
関
心
の
高
さ
が
窺
え
ま
し
た
。 

是
非
、
こ
の
機
会
に
「
く
っ
ち
ゃ
ん
納
豆
」
を

ご
賞
味
頂
き
、
食
べ
て
繋
が
る
支
援
の
輪
に
参

加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

（
芳
香
会
病
院
青
嵐
荘
療
育
園 

丹
治
） 

※
詳
し
く
は
“
羊
蹄
セ
ル
プ 

ナ
イ
ス
ハ
ー
ト 

 

ネ
ッ
ト
北
海
道
”
で
検
索
！ 

 

芳
香
会
で
は
、
二
〇
一
八
年
か
ら
【
高
齢
・
認
知
症

知
的
障
害
者
の
支
援
の
あ
り
方
を
学
ぶ
】
を
テ
ー
マ

に
、
「
障
害
者
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。 

 

第
三
回
と
な
る
今
回
は
、
九
月
二
十
六
日
（
土
）
に

「
親
亡
き
後
の
高
齢
知
的
障
害
者
の
意
思
決
定
支
援
」

に
つ
い
て
、
山
梨
大
学
大
学
院 
総
合
研
究
部
附
属
出

生
コ
ホ
ー
ト
研
究
セ
ン
タ
ー 

篠
原
亮
次
教
授
に
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

過
去
二
回
は
社
会
福
祉
法
人
茨
城
県
社
会
福
祉
事
業

団
（
水
戸
市
）
と
の
共
催
で
し
た
が
、
今
回
は
新
た
に

社
会
福
祉
法
人
勇
成
会
（
水
戸
市
）
に
も
開
催
の
趣
旨

に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
三
法
人
に
よ
る
共
催
で
行
い
ま

し
た
。 

 

今
回
は
今
年
三
月
か
ら
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
準
備
が
進
む
に
つ
れ
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
蔓
延
が
深

刻
化
し
、
六
月
の
段
階
で
集
合
形
式
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
で
の
開
催
に
変
更
し
ま
し
た
。
芳
香
会
と
し
て
は

初
め
て
の
試
み
で
、
手
探
り
の
状
態
で
の
準
備
で
し
た

が
、
篠
原
教
授
に
ご
協
力
い
た
だ
き
リ
ハ
ー
サ
ル
を
繰

り
返
し
た
り
、
Ｉ
Ｔ
専
門
の
業
者
の
方
に
セ
ミ
ナ
ー
で

使
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
等
機
材
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
も
ら

う
な
ど
、
三
法
人
で
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
準
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。 

 

セ
ミ
ナ
ー
当
日
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
接
続
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
に
対
応
す
る
た
め
に
専
属
の
職
員
を
配
置

す
る
な
ど
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
を
想
定
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
好
評
の
う
ち
に
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
に
よ
り
、
日
本
全
国
、
遠
く

は
沖
縄
県
か
ら
九
十
三
名
の
方
の
お
申
し
込
み
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
糧
に
、
今
後
も
オ
ン
ラ
イ

ン
研
修
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

(

芳
香
会
社
会
福
祉
研
究
所 

酒
寄
） 

二
〇
二
〇
年
七
月
二
十
一
日
に
障
害

者
雇
用
に
関
す
る
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
、
茨
城
県
知
事
よ
り
「
茨
城
県

障
害
者
雇
用
優
良
企
業
」
と
し
て
認

定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
茨
城
県
障
害
者
雇
用
優
良
企
業

制
度
」
と
は
、
障
害
者
雇
用
に
積
極

的
な
企
業
に
つ
い
て
、
県
が
認
証

マ
ー
ク
を
交
付
し
、
こ
れ
ら
の
企
業

を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
取
組
内
容

を
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
内
の

他
の
事
業
者
へ
の
波
及
や
、
障
害
を

持
つ
方
々
へ
の
有
益
な
就
職
情
報
の

提
供
を
図
り
、
障
害
者
の
就
労
促
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。 

 

芳
香
会
で
は
現
在
十
一
名
の
障
害

を
持
つ
方
が
働
い
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
障
害
者
に
配
慮
し
た
職
場
環

境
の
改
善
に
取
り
組
み
、
地
域
や
社

会
で
必
要
と
さ
れ
る
企
業
に
な
る
よ

う
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 

（
法
人
本
部 

吉
金
） 
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敬老の日お祝い会

敬老の日の9月21日に施設のご利
用者様と一緒に⾧寿のお祝いをし
ました。
今年はコロナウイルス感染拡大防
止の為、開催方法を工夫しながら
行いました。

このページでは各施設の最高齢の
方をご紹介いたします😊
これからもお元気で⾧生きして
くださいね♪

養護老人ホーム

特別養護老人ホーム

祝100歳♪
大正9年3月10日生まれ

小林 きみ様

ケア・アシスタンス

祝101歳♪
大正8年6月23日生まれ
小林 なつ 様

祝100歳♪爲
大正9年10月21日生まれ
爲我井 勝太郎 様

祝100歳♪
大正9年3月8日生まれ
山中 すい 様

祝100歳♪
大正9年5月2日生まれ
小山 ハルエ 様

祝101歳♪
大正8年12月21日生まれ
諏訪 きち 様

祝92歳♪
昭和3年5月26日生まれ
齋藤 昭子 様
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『NHKいば６』にて蕗のとう舎
が紹介されました！

9月 防災月間

2020年9月16日(水)NHKいば6にて蕗のとう舎のご利用
者様がセラピーロボットパロを利用している様子が紹介
されました。撮影日は、NHKクルーと開発者の国立研究
開発法人産業技術総合研究部門上級主任研究員柴田崇徳
先生が来園し、実際にご利用者様の様子を見て頂いたり、
職員がインタビューを受けたりしました。
番組では、コロナ禍のストレスを緩和させるセラピー効
果の説明をされていましたよ。
また、青嵐荘療護園でもパロを利用しており、読売新聞
社から取材を受けました。
今後も様々なロボットを利用し、作業の効率化を図った
り、ご利用者様や職員の心の支えにしたりと活用してい
きたいと思います。

毎年9月は防災月間です。また、9月1日は
防災の日です。
芳香会には、5人の防災士がおります。
法人内はもちろん、有事の際に地域の皆様
にお力添えが出来るよう活動していきたい
と思います。

【合同防災訓練】
2020年10月7日（水）茨城新聞18面地域ア
ラカルトにて9月30日（水）に実施した結
城市七五三場地区の自主防災会と芳香会の
合同防災訓練の様子が紹介されました。
県土木部の防災担当者の方と、芳香会職員
（防災士）が出前講座を開催し、災害が起
こるメカニズムや災害時の対応について学
びました。
会報48号でもご紹介した通り、芳香会と自
主防災会は今年3月に災害時における対応
に関する協定を締結しました。締結後、初
めての合同訓練でしたが、今後も自主防災
会と連携し防災意識を高めるとともに協力
体制を強化していきたいと思います。

「令和2年7月豪雨災害募金」へのご協力
を頂き、ありがとうございました。
7月13日～7月31日の19日間、法人内10事
業所に募金箱を設置し、57,009円集まり
ました。
お預かりした募金は、社会福祉法人中央
共同募金会を通して被災地へ寄付させて
頂きました。

新たなボランティア活動の１つとして、
ベルマーク回収を始めました。
集めたベルマークは「寄贈ベルマーク」
として被災地に寄付します。細く⾧く継
続していけるようご協力をお願いいたし
ます。

以下の10事業所に回収箱を設置しています

・法人本部 ・ケア・アシスタンス
・療育園 ・養護老人ホーム
・療護園 ・特別養護老人ホーム
・蕗のとう舎 ・牛ヶ谷保育園
・つくし園 ・たま保育園

ありがとうございました☻

ベルマーク回収を開始しました！



 

 
7 

 

職
場
環
境
改
善
員
の
目
標
は
「
職
場

を
よ
く
し
た
い
」
の
想
い
を
一
心
に
、

様
々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
く
こ
と

で
す
。
そ
の
一
つ
が
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
Ｄ

Ａ
Ｙ
」
で
す
。 

 

介
護
業
界
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
現
場
を
観
察
す
る
と
「
疲
れ

た
」
「
し
ん
ど
い
」
「
辛
い
」
等
々
挨
拶
の
如
く
発
せ
ら
れ

る
自
分
た
ち
の
言
葉
に
も
原
因
が
あ
る
の
で
は
と
考
え
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
環
境
は
良
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
考
案
し
た
の
が
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
。
月
に1

日

を
前
向
き
な
マ
イ
ン
ド
を
意
識
的
に
作
る
日
と
企
画
し
ま
し

た
。 ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
発
言
を
す
る
と
、
深
呼
吸
や
ス
ク
ワ
ッ
ト

と
気
持
ち
を
切
換
え
る
時
間
を
作
り
ま
す
。
ま
た
、
職
員
間

の
会
話
の
き
っ
か
け
で
も
あ
り
、
前
向
き
な
考
え
を
持
つ
発

想
の
手
助
け
に
な
り
ま
す
。
職

員
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
あ
れ
ば
ご

利
用
者
へ
の
声
掛
け
が
明
る
く

な
り
ま
す
。
そ
れ
は
ケ
ア
の
質

も
向
上
し
、
職
員
の
や
り
が
い

に
繋
が
り
ま
す
。
委
員
の
目
標

は
こ
の
連
鎖
の
拡
大
で
す
。
開

始
間
も
な
い
企
画
で
す
が
、
介

護
業
界
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
未
来

を
作
れ
る
企
画
と
信
じ
て
、
楽

し
み
な
が
ら
実
践
し
て
い
ま

す
。
（
中
川
） 
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た
ま
保
育
園
の
水
槽
に
は
、
「
ウ
ー
パ
ー
ル
ー
パ
ー
」

「
め
だ
か
」
「
金
魚
」
「
ザ
リ
ガ
ニ
」
「
カ
ブ
ト
ム
シ
」
が

い
ま
す
。
初
夏
に
メ
ダ
カ
の
卵
が
孵
化
し
、
最
近
で
は
ザ
リ

ガ
ニ
が
卵
を
産
ん
だ
よ
う
で
す
。 

 

金
魚
は
、
乳
児
ク
ラ
ス
（
〇
～
二
歳
児
）
の
部
屋
の
近
く

に
い
ま
す
。
水
槽
を
床
に
置
い
て
い
る
の
で
す
が
、
子
ど
も

た
ち
は
う
つ
ぶ
せ
の
姿
勢
に
な
っ
た
り
、
か
が
ん
だ
り
し
て

体
勢
を
変
え
な
が
ら
水
槽
に
顔
を
近
づ
け
て
み
て
い
ま
す
。

そ
の
姿
か
ら
は
「
少
し
で
も
金
魚
に
近
づ
き
た
い
」
そ
ん
な

気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
部
屋
か
ら
部
屋
へ
の
移
動
の

際
は
、
み
ん
な
で
ち
ょ
っ
と
寄
り
道
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

時
に
繰
り
返
し
「
金
魚
い
た
ね
」
な
ど
そ
こ
に
い
る
魚
が
金

魚
で
あ
る
こ
と
を
保
育
士
は
繰
返
し
伝
え
て
い
ま
す
。
も

う
、
一
，
二
歳
児
さ
ん
は
「
金
魚
」
と
い
う
言
葉
を
覚
え
て

話
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
子
も
い
ま
す
。 

 

た
っ
た
一
つ
の
小
さ
な
水
槽
。
乳
児
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
は
、
屈
伸
動
作
を
覚
え
た
り
、
腕
の
使
い
方
が

工
夫
で
き
た
り
、
言
葉
を
覚
え
る
為
の
大
切
な
環
境
の
一
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

先
日
、
園
庭
の
草
取
り
を
し
て
い
た
ら
一
人
の
男
の
子
が

「
バ
ッ
タ
が
い
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
か
ら
と
ら
な
い
で
」
と
。

大
人
と
子
ど
も
が
必
要
と
す
る
モ
ノ
の
違
い
に
戸
惑
い
つ

つ
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
草
を
残
し
て
み
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
生
き
物
と
の
関
り
を
大
切
に
育
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
（
中
山
） 

 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
穂
の
香
は
二

〇
〇
五
年
四
月
一
日
に
開
所
し

早
、
十
五
年
と
な
り
ま
す
。
こ
の

十
五
年
で
は
、
二
〇
一
二
年
に
発

生
し
た
「
東
日
本
大
震
災
」
、
二

〇
一
五
年
九
月
九
日
に
は
「
関

東
・
東
北
豪
雨
」
と
災
害
に
見
舞

わ
ら
れ
ま
し
た
が
、
大
き
な
被
害

は
免
れ
ま
し
た
。
こ
の
様
な
災
害
が
近
年
頻
発
し
て
い
る
事

か
ら
今
年
度
に
は
「
七
五
三
場
自
主
防
災
組
織
」
が
発
足
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
の
九
月
三
十
日
に
「
七
五
三
場
自
主
防
災

会
」
と
「
社
会
福
祉
法
人 

芳
香
会
」
合
同
で
防
災
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
内
容
と
し
ま
し
て
は
、
茨
城
県
土
木
部
河
川

課
水
防
災
・
砂
防
対
策
室
の
方
の
出
前
講
座
や
七
五
三
場
防

災
会
に
よ
る
応
急
担
架
の
作
成
方
法
・
芳
香
会
職
員
に
よ
る

車
椅
子
の
使
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
。
今
後
も

定
期
的
な
訓
練
な
ど
を
通
し
、
災
害
な
ど
の
際
に
は
地
域
住

民
の
方
々
と
お
互
い
に
助
け
合
え
る
よ
う
な
関
係
づ
く
り
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
交
流
で
は
、
共
同
の
枝

切
り
作
業
や
、
子
供
会
で
は
「
お

神
輿
」
を
披
露
し
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
こ

れ

か

ら

も
、
地

域
の

方
々
と
の
交
流
を
図
り
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
穂
の
香
が
地
域
に
必
要

不
可
欠
な
存
在
に
な
れ
る
様
、

様
々
な
働
き
か
け
を
行
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
（
中
島
） 
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ラ
ジ
オ
の
放
送
で
ア
ラ
ス
カ
の
原

住
民
と
ア
ザ
ラ
シ
狩
り
に
同
行
し
た

時
の
話
で
す
。
数
日
経
過
し
て
も
捕

獲
で
き
ず
、
や
っ
と1

頭
が
捕
獲
で

き
た
の
で
、
帰
る
の
か
と
思
っ
た
ら

原
住
民
が
「
三
頭
捕
獲
し
な
い
と
、

帰
ら
な
い
」
と
言
い
張
り
、
帰
路
は

他
の
原
住
民
に
同
船
さ
せ
て
貰
っ
た

そ
う
で
す
。
私
た
ち
の
時
間
の
使
い

方
と
心
の
ゆ
と
り
が
必
要
と
の
苦
言

で
し
た
。(

光
） 

  

収
穫
の
秋
に
な
り
ま
し
た
。
古
河

市
に
お
い
て
は
、
稲
刈
り
が
早
い
と

こ
ろ
で
八
月
下
旬
頃
か
ら
始
ま
っ
て

い
る
こ
と
に
東
北
出
身
の
私
は
驚
き

ま
す
。
私
の
実
家
も
稲
作
を
し
て
お

り
ま
す
が
、
九
月
下
旬
か
ら
十
月
上

旬
に
稲
刈
り
を
始
め
ま
す
。
気
候
や

稲
の
品
種
に
よ
っ
て
も
、
収
穫
時
期

が
結
構
変
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。

（
剛
） 

  

お
う
ち
時
間
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン

レ
ッ
ス
ン
や
動
画
を
見
な
が
ら
ヨ
ガ

を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
時

期
ヨ
ガ
教
室
に
通
っ
て
い
ま
し
た
が

結
局
続
か
ず

今
度
こ
そ
継
続
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ヨ
ガ
を
し
た
後
は

心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
出
来
る

の
で
、
お
勧
め
で
す
よ
。
（
礼
） 

  

先
日
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
へ
出
掛
け
ま

し
た
。
犬
と
飼
い
主
が
一
緒
に
ダ
ン

ス
を
踊
る
「
ド
ッ
グ
ダ
ン
ス
」
の
発

表
会
が
行
わ
れ
て
お
り
、
犬
と
飼
い

主
の
息
の
あ
っ
た
ダ
ン
ス
に
会
場
中

拍
手
喝
采
で
し
た
。
お
や
つ
が
大
好

き
な
子
な
ら
ば
出
来
る
よ
う
に
な
る

と
の
こ
と
で
、
我
が
家
で
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
よ
う
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
（
麻
） 

※写真等の個人情報は、ご本人の同意を得て、掲載させていただいております。 

 

 
  

 
 

十
一
月      

四
日   

上
大
野
地
区
秋
季
合
同
植
栽
活
動 

 
 

十
一
月      

七
日 

評
議
員
会 

 

十
一
月 

 

十
日 

苦
情
受
付
体
制
委
員
会
第
一
回
法
人
内
研
修 

 

十
一
月 

十
三
日 

交
通
安
全
講
習
会 

 

十
一
月
二
十
四
日 

令
和
二
年
度
第
一
回
移
動
献
血
事
業 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

法
人
内
職
員
の
み
） 

   

十
二
月 

十
八
日 

実
務
研
究
発
表
会 
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七
月
十
七
日
、
結
城
南
中
学
校
の
生
徒
会
様
よ
り
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
に
手
作
り
マ
ス
ク
三
十
枚
と
不
織
布
マ
ス
ク

二
十
枚
を
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

生
徒
会
長
の
間
中
夏
子
さ
ん
か
ら
は
、
「
少
し
で
も
地
域

の
方
々
の
た
め
に
な
れ
ば
と
考
え
、
マ
ス
ク
を
集
め
た
。
ぜ

ひ
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
中
で
す
が
、
地
域
の
方
々
に
支
え
ら

れ
て
日
々
過
ご
し
て
い
る
な
と
実
感
す
る
一
場
面
で
し
た
。 

※
こ
の
日
の
様
子
は
、
七
月
二
十
二
日
の
茨
城
新
聞
十
八
面
に
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。 

 

芳
香
会
は
、
二
〇
二
〇
年
十
二
月
二
十
五

日
に
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
二
〇
二
〇
年

が
こ
ん
な
年
に
な
る
な
ん
て
予
想
も
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地
域
の
皆
様
と
と
も
に

五
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
末
永
く
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
会
議
や
打
ち
合
わ
せ
、
各
職
種
の
研
修
な
ど
が
増

え
て
い
ま
す
。 

 

芳
香
会
職
員
も
初
め
は
操
作
な
ど
不
慣
れ
な
点
も
あ
り
ま

し
た
が
、
使
っ
て
い
く
う
ち
に
慣
れ
て
き
て
便
利
さ
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
今
後
の
目
標
は
、
全
職
員
オ
ン
ラ
イ
ン
に
対

応
出
来
る
よ
う
に
な
る
こ
と
！
一
人
ひ
と
り
ス
キ
ル
は
違
い

ま
す
が
、
社
会
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
出
来
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

二
〇
二
一
年
四
月
よ
り
、
託
児
所
ひ

ば
り
が
小
規
模
保
育
園
（
乳
児
の
み
の

認
可
園
）
に
移
行
す
る
予
定
で
す
。
詳

細
は
、
古
河
市
作
成
の
幼
稚
園
、
保
育

園
一
覧
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
も
載
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
入
園
に
関
し
て
も
古

河
市
役
所
子
ど
も
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

［
園
名
に
込
め
た
想
い
］ 

 

「
ひ
ば
り
」
は
茨
城
県
の
鳥
で
も
あ
り
、
「
天
高
く
舞
う

春
の
天
使
、
そ
の
歌
う
さ
ま
は
の
ど
か

な
中
に
も
希
望
を
沸
か
せ
る
力
強
さ
が

あ
り
、
ま
た
、
麦
作
が
盛
ん
な
茨
城
の

環
境
に
調
和
し
、
親
し
ま
れ
て
い
る

鳥
」
と
い
う
理
由
で
選
ば
れ
た
そ
う
で

す
。
「
こ
の
ひ
ば
り
の
よ
う
に
育
っ
て

欲
し
い
」
と
願
い
を
込
め
て
園
名
に
し

ま
し
た
。 

 




